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摂食・嚥下対策委員会　　第2回　定例会議　平成　１8年　6月16日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　15：00～15：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　４階ユーティリティーホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　川上　梓

	小笠原
	佐々木
	山田
	久保
	阿部

	×
	○
	○
	○
	○

	北城
	上野
	上川
	川上
	田ノ上

	×
	○
	×
	○
	○



	小松
	高成
	白川
	坂口
	石花



	○
	○
	×
	×
	○


· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事のないようにしましょう。
＜計画内容＞　　

1） アイス棒について

　

　２）勉強会（院内研修）について

＜アイス棒について＞

1 どのようにして材料（割りばし・綿花・糸）を発注しているのか

・南山苑：割りばし・綿花・糸→施設発注

・東病棟：割りばし・綿花・糸→病棟発注

・南病棟：割りばし・糸→個人で寄付　　綿花→薬剤発注

2 １日のアイス棒使用量の目安

１日→起床時　　朝食前・後　　昼食前・後　　夕食前・後　　就寝前　

　　　1　　　＋　１＋１　　＋　１＋１　　＋　１＋１　＋　　１

＝　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計８本

3 委員会材料を発注するのはどうか

委員会で物品は準備し、各病棟・施設で作ってもらうようにする。

・南山苑→毎月５００本支給　

・東病棟→毎月２５０本支給

・南病棟→毎月２５０本支給

4 発注のやり方

次回までに江刺家Ｉ.Ｏ.Ｏ　確認しておきます。

· 毎月割りばし１０００本、糸３個、綿花を委員会で発注していく。

＜院内研修について＞　

1 予定

２ヶ月に1回の目安で行なう。

· 1回目：口腔・咽頭内のメカニズム、解剖したものを図で説明する。嚥下体操、起床時の患者様の口腔内がどのような状態か体験する（オブラートを口腔上下に貼り体験する）

· 2回目：未定

· 3回目：歯科衛生士の方を招き、講演会を開く。

· ４回目：未定

※１回目・２回目・４回目に関しては事前に委員会メンバー全員で集まり、勉強会を開き、翌月実際に研修を開く。

＜次回話し合う内容＞

· アイス棒の物品発注について

· 嚥下機能のレベル評価表について

· 研修の講師についての明確化

